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【平成２９年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究では、クリスタルライン平均曲率流に対する弱解の一意性、平均曲率流方程式と多相分離界面

方程式の弱解の存在、ヘルムホルツ分解が成り立たない領域でのストークス半群の解析性、１階項を含

む分数べき拡散方程式への粘性解理論の応用において成果がある。目的に掲げられた５つのテーマに対

して研究は、概ね順調に進展しており、当初の目的どおりの成果が期待できる。 

 


